
「学校の屋根に太陽光パネルを」

～ＰＰＡ制度を利用して脱炭素を実現～

NPO法人再エネあかし主催

再エネ促進セミナー

事前申込：不要

参加費 ：￥３００

（資料印刷費、当日受付にてお支払いください）

問合せ先：永井俊作（０８０－５２６５－３６２２）

日時：2024年7月24日（水）、18：00～
場所：アスピア８階 ウイズあかし８０３号室

講師：ひょうご環境エネルギー合同会社

代表 大谷雄治氏

ＰＰＡモデルとは「Ｐｏｗｅｒ Ｐｕｒｃ

ｈａｓｅ Ａｇｒｅｅｍｅｎｔ：電力販売

契約」の略で、発電事業者が需要家の敷地

内に太陽光発電設備を設置し、所有・維持

管理した上で発電設備で発電された電力を

需要家に供給する仕組みのことで、第３者

所有モデルとも言われます

学校校舎などの屋上に太陽光パネルを設置

し、そこで発電された電力は通常時は学校

で使用します

災害発生などで学校が避難場所となった際

には非常用電力として避難者の生活やスマ

ホ・テレビなどの電源として使用します
日照時間が長い明石市は太陽光発電に最適の町です


